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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レタスヒゲナガアブラムシ（Nasonovia ribisnigri）バイオタイプ１（Ｎｒ：１）に対
する抵抗性を付与する量的形質遺伝子座を含んでなる６番染色体上および／または７番染
色体上のワイルドレタス（Lactuca virosa）由来遺伝子移入断片を含んでなるレタス（La
ctuca sativa）植物であって、前記６番染色体上遺伝子移入断片が６番染色体の７７Ｍｂ
から開始し１６１Ｍｂで終結する領域の全てまたは一部を含み、前記７番染色体上遺伝子
移入断片が７番染色体の２０３Ｍｂから開始し２１９Ｍｂで終結する領域の全てまたは一
部を含み、
　前記６番染色体上遺伝子移入断片が、
ａ）　配列番号２３内の一塩基多型マーカーＳＮＰ１．２３のＣＣまたはＣＴ遺伝子型；
ｂ）　配列番号２内の一塩基多型マーカーＳＮＰ＿０２のＣＣまたはＣＴ遺伝子型；
ｃ）　配列番号２４内の一塩基多型マーカーＳＮＰ２．２４のＴＴまたはＣＴ遺伝子型；
ｄ）　配列番号３内の一塩基多型マーカーＳＮＰ＿０３のＡＡまたはＡＣ遺伝子型
からなる群から選択されるマーカーのうちの少なくとも１つ、好ましくは少なくとも２つ
または３つまたは４つを検出する分子マーカーアッセイによって検出可能なものであり、
　７番染色体上遺伝子移入断片が、
ａ）　配列番号１７内の一塩基多型マーカーＳＮＰ＿１７のＴＴまたはＴＣ遺伝子型；
ｂ）　配列番号２５内の一塩基多型マーカーＳＮＰ＿１７．２５のＴＴまたはＴＣ遺伝子
型；
ｃ）　配列番号１８内の一塩基多型マーカーＳＮＰ＿１８のＧＧまたはＧＣ遺伝子型；
ｄ）　配列番号１９内の一塩基多型マーカーＳＮＰ＿１９のＧＧまたはＧＡ遺伝子型
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からなる群から選択されるマーカーのうちの少なくとも１つ、好ましくは少なくとも２つ
または３つまたは４つを検出する分子マーカーアッセイによって検出可能なものである、
植物。
【請求項２】
　６番染色体上の遺伝子移入断片および７番染色体上の遺伝子移入断片の両方を含んでな
る、請求項１に記載の植物。
【請求項３】
　前記６番染色体上遺伝子移入断片が、以下を検出する分子マーカーアッセイによって検
出可能なものである、請求項１または２に記載の植物：
ａ）　配列番号２６内（もしくは配列番号２６に対する実質的な配列同一性を含んでなる
配列内）の一塩基多型マーカーＶＳＰ１のＧＧもしくはＧＴ遺伝子型、または
ｂ）　配列番号２７内（もしくは配列番号２７に対する実質的な配列同一性を含んでなる
配列内）の一塩基多型マーカーＶＳＰ３のＡＡもしくはＡＣ遺伝子型。
【請求項４】
　前記７番染色体上遺伝子移入断片が、以下を検出する分子マーカーアッセイによって検
出可能なものである、請求項１～３のいずれか一項に記載の植物：
ａ）　配列番号２８内の、もしくは配列番号２８に対する実質的な配列同一性を含んでな
る配列内の、一塩基多型マーカーＶＳＰ２のＣＣもしくはＣＡ遺伝子型、または
ｂ）　配列番号２９内の、もしくは配列番号２９に対する実質的な配列同一性を含んでな
る配列内の、一塩基多型マーカーＶＳＰ４のＧＧもしくはＧＡ遺伝子型。
【請求項５】
　自由選択試験条件および非選択試験条件の両方の下でレタスヒゲナガアブラムシ（Naso
novia ribisnigri）バイオタイプ１に対する抵抗性を含んでなる、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の植物。
【請求項６】
　同一条件下で育成された場合に、植物上のバイオタイプ１のアブラムシの平均数が、レ
タス品種Ｍａｆａｌｄａ等のＮｒ：１感受性対照植物上に見られるバイオタイプ１のアブ
ラムシの平均数の多くとも５０％である、請求項１～５のいずれか一項に記載の植物。
【請求項７】
　同一条件下で育成された場合に、植物上のバイオタイプ１のアブラムシの平均数が１０
匹未満であり、一方、Ｍａｆａｌｄａ品種等のＮｒ：１感受性対照植物上のバイオタイプ
１のアブラムシの平均数が少なくとも１００匹である、請求項１～６のいずれか一項に記
載の植物。
【請求項８】
　レタス（Lactuca sativa）植物が、ルーズリーフレタス、ロメインレタス、クリスプヘ
ッドレタス、バターヘッドレタス、バタビアレタスおよびステムレタスからなる群から選
択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の植物。
【請求項９】
　前記遺伝子移入断片が、ワイルドレタス（L. virosa）アクセッションＮＣＩＭＢ４２
０８６に見られる６番染色体および／または７番染色体の断片である、請求項１～８のい
ずれか一項に記載の植物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の植物に成長可能な、種子。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の植物の、葉または結球。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のレタス植物の子孫植物であって、ＱＴＬ６．１を
含んでなる６番染色体および／またはＱＴＬ７．１を含んでなる７番染色体上に遺伝子移
入断片を保持する、子孫植物。
【請求項１３】
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　６番染色体および／または７番染色体上の前記遺伝子移入断片を含んでなる、請求項１
～９のいずれか一項に記載のレタス植物の細胞または請求項１２に記載の子孫植物の細胞
。
【請求項１４】
　ＱＴＬ６．１および／またはＱＴＬ７．１を含んでなる野生レタス植物を特定するため
の方法であって、
ａ）　１つの野生レタス植物または複数の野生レタス植物を用意する工程；
ｂ）　所望により、前記野生レタス植物または複数の植物を、Ｎｒ：１抵抗性アッセイに
おいてＮｒ：１抵抗性について試験する工程；
ｃ）　ａ）の前記植物もしくは複数の植物の、または所望によりｂ）で特定されたＮｒ：
１抵抗性植物もしくは複数の植物のみのゲノムＤＮＡを、ＱＴＬ６．１を示す、および／
またはＱＴＬ７．１を示す、一つまたは複数のマーカーの存在について、スクリーニング
する工程；並びに
ｄ）　前記ｃ）のマーカーのうちの一つまたは複数を含んでなる植物を特定する工程；
ｅ）　所望により、ｄ）の植物を、Ｎｒ：１抵抗性アッセイにおいてＮｒ：１抵抗性につ
いて試験する工程
を含んでなる、方法。
【請求項１５】
　ＱＴＬ６．１および／またはＱＴＬ７．１の存在について、栽培レタス系統または品種
をスクリーニングするための方法であって、
ａ）　１つの栽培レタス植物または複数の栽培レタス植物を用意する工程；
ｂ）　所望により、前記栽培レタス植物または複数の植物を、Ｎｒ：１抵抗性アッセイ（
例えば自由選択および／または非選択）においてＮｒ：１抵抗性について試験する工程；
ｃ）　ａ）の前記植物もしくは複数の植物の、または所望によりｂ）で特定されたＮｒ：
１抵抗性植物もしくは複数の植物のみのゲノムＤＮＡを、ＱＴＬ６．１を示す、および／
またはＱＴＬ７．１を示す、一つまたは複数のマーカーの存在について、スクリーニング
する工程；並びに
ｄ）　前記ｃ）のマーカーのうちの一つまたは複数を含んでなる植物を特定する工程；
ｅ）　所望により、ｄ）の植物を、Ｎｒ：１抵抗性アッセイにおいてＮｒ：１抵抗性につ
いて試験する工程
を含んでなる、方法。
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